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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第18期

第３四半期
連結累計期間

第19期
第３四半期
連結累計期間

第18期

会計期間
自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日

自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

売上高 （千円） 1,376,758 4,055,242 1,767,841

経常利益 （千円） 1,110,199 1,393,926 1,093,389

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 949,404 1,055,639 992,045

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 950,191 1,055,982 992,921

純資産額 （千円） 2,551,886 3,603,857 2,594,476

総資産額 （千円） 11,213,097 11,796,821 12,203,349

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 229.54 255.23 239.85

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 22.7 30.5 21.2

 

回次
第18期

第３四半期
連結会計期間

第19期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成28年10月１日
至　平成28年12月31日

自　平成29年10月１日
至　平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 3.73 12.02

（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日～平成29年12月31日)におけるわが国経済は、海外経済や国内消費

の回復などを背景に企業の景況感は改善が続いており、景気は穏やかな回復基調で推移致しました。

　不動産市場におきましては、日本銀行によるマイナス金利政策を背景とする国内の投資意欲が持続しておりま

す。ホテル業界におきましては、新規開業や民泊事業者の増大等により競合環境は激化しておりますが、平成29年

は訪日観光客がアジア地区からの観光客を中心に年間2800万人を超え、平成32年のオリンピック・パラリンピック

へ向けさらなる訪日外国人数の増加が予想され、宿泊需要は引き続き堅調に拡大する見込みです。

　このような事業環境の下、当社グループでは中長期的な宿泊需要の取り込み、収益基盤の拡大を目的として、大

阪市北区に建設中のホテルに関し外部投資家が設立した特別目的会社との間で定期建物賃貸借予約契約（マスター

リース）及び外資系大手ホテルチェーンと当該ホテルの運営に係る業務委託契約を締結致しました。また、大阪・

堂島ホテルの再開発に関し、国内法人が設立した特別目的会社とアセットマネジメント契約を締結致しました。当

該契約等により、来期以降も堅調な業績で推移すると考えております。

　これらの結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は4,055,242千円（前年同期比194.5％増）、営業利益

は1,474,908千円（前年同期比549.6％増）、経常利益は1,393,926千円（前年同期比25.6％増）、親会社株主に帰

属する四半期純利益は1,055,639千円（前年同期比11.2％増）となりました。

 

　セグメントの業績におきましては、不動産金融事業の売上高は3,179,481千円（前年同期比317.5％増）、営業利

益は1,534,892千円（前年同期比634.4％増）となり、ホテル運営事業の売上高は1,335,180千円（前年同期比

24.7％増）、営業利益は98,441千円（前年同期は9,628千円の営業損失）となりました。

　なお、セグメント間取引については相殺消去しておりません。

 

(2）財政状態の分析

（資産）

　当第３四半期連結累計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ406,528千円減少し、11,796,821千円

となりました。これは主に現金及び預金が921,553千円増加した一方、未収還付法人税等が225,157千円、投資有価

証券が866,476千円及び投資その他資産のその他が119,571千円減少したことによるものであります。

（負債）

　負債については、前連結会計年度末に比べ、1,415,909千円減少し、8,192,963千円となりました。これは主に短

期借入金が1,446,000千円減少したことによるものであります。

（純資産）

　純資産については、前連結会計年度末に比べ、1,009,380千円増加し、3,603,857千円となりました。これは主に

親会社株主に帰属する四半期純利益1,055,639千円を計上したことによるものであります。

 

(3）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

(6）従業員数

①　連結会社の状況
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　当第３四半期連結累計期間において、従業員数は67名となっております。なお、従業員数は就業人員数（当社

グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向者を含む。）であり

ます。

②　提出会社の状況

　当第３四半期累計期間において、従業員数は11名となっております。なお、従業員数は就業人員数（当社から

他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む。）であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成29年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年２月９日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,136,100 4,136,100
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数は100株で

あります。

計 4,136,100 4,136,100 － －

（注）発行済株式総数の内10,000株は、現物出資（有価証券（10,000株）５百万円）によるものであります。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成29年10月１日～

平成29年12月31日
－ 4,136,100 － 880,010 － 311,943

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第3四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

平成29年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － －

権利内容に何ら限定のない

当社における標準となる株

式

完全議決権株式（その他） 普通株式     4,135,300 41,353 同上

単元未満株式 普通株式           800 － －

発行済株式総数 4,136,100 － －

総株主の議決権 － 41,353 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式72株が含まれております。

 

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平

成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 543,201 1,464,755

売掛金 95,274 134,773

繰延税金資産 60,896 28,364

未収還付法人税等 474,947 249,790

その他 322,701 272,889

流動資産合計 1,497,021 2,150,573

固定資産   

有形固定資産   

建物 1,677,029 1,670,404

減価償却累計額 △87,672 △126,768

建物（純額） 1,589,357 1,543,636

工具、器具及び備品 65,647 83,880

減価償却累計額 △42,069 △45,304

工具、器具及び備品（純額） 23,577 38,575

土地 6,672,068 6,672,068

有形固定資産合計 8,285,003 8,254,280

無形固定資産   

のれん 245,986 216,468

その他 6,909 7,037

無形固定資産合計 252,895 223,505

投資その他の資産   

投資有価証券 1,894,989 1,028,512

繰延税金資産 15,635 1,716

その他 257,804 138,232

投資その他の資産合計 2,168,428 1,168,462

固定資産合計 10,706,328 9,646,247

資産合計 12,203,349 11,796,821
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 5,322 6,005

短期借入金 1,446,000 －

1年内返済予定の長期借入金 75,000 86,664

未払金 89,812 85,680

未払法人税等 4,122 77,451

賞与引当金 20,992 10,833

株式報酬引当金 － 104,919

その他 336,937 350,328

流動負債合計 1,978,186 721,882

固定負債   

長期借入金 7,387,500 7,348,754

その他 243,186 122,327

固定負債合計 7,630,686 7,471,081

負債合計 9,608,872 8,192,963

純資産の部   

株主資本   

資本金 880,010 880,010

資本剰余金 311,943 311,943

利益剰余金 1,398,444 2,412,723

自己株式 △76 △131

株主資本合計 2,590,322 3,604,546

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △1,102 △883

為替換算調整勘定 195 195

その他の包括利益累計額合計 △906 △688

非支配株主持分 5,061 －

純資産合計 2,594,476 3,603,857

負債純資産合計 12,203,349 11,796,821
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高 1,376,758 4,055,242

売上原価 745,858 913,210

売上総利益 630,900 3,142,032

販売費及び一般管理費 403,838 1,667,123

営業利益 227,061 1,474,908

営業外収益   

受取利息 569 290

持分法による投資利益 943,030 3,770

還付消費税等 － 2,456

その他 11,091 2,198

営業外収益合計 954,691 8,715

営業外費用   

支払利息 33,660 63,903

株式交付費償却 1,267 －

支払手数料 36,000 25,641

その他 626 151

営業外費用合計 71,554 89,697

経常利益 1,110,199 1,393,926

特別損失   

固定資産除却損 － 1,102

関係会社株式売却損 21 －

関係会社清算損 118,674 －

特別損失合計 118,696 1,102

税金等調整前四半期純利益 991,502 1,392,823

法人税、住民税及び事業税 39,440 290,252

法人税等調整額 2,549 46,807

法人税等合計 41,989 337,059

四半期純利益 949,512 1,055,764

非支配株主に帰属する四半期純利益 108 124

親会社株主に帰属する四半期純利益 949,404 1,055,639

 

EDINET提出書類

ウェルス・マネジメント株式会社(E03801)

四半期報告書

11/17



【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

四半期純利益 949,512 1,055,764

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 701 218

持分法適用会社に対する持分相当額 △22 －

その他の包括利益合計 678 218

四半期包括利益 950,191 1,055,982

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 950,083 1,055,858

非支配株主に係る四半期包括利益 108 124
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　持分法適用の範囲の重要な変更

　第２四半期連結会計期間において持分法適用会社でありました匿名組合ファルコンの出資が返還され、当匿名

組合が解散したため、第２四半期連結会計期間より持分法適用の範囲から除外しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

減価償却費 41,524千円 64,288千円

のれんの償却額 29,518千円 29,518千円

 

（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月27日

定時株主総会
普通株式 41,361 10 平成28年３月31日 平成28年６月28日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日

定時株主総会
普通株式 41,360 10 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２ 

不動産金融
事業

ホテル運営
事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 305,866 1,070,891 1,376,758 1,376,758 － 1,376,758

セグメント間の内部売上高又

は振替高
455,667 － 455,667 455,667 △455,667 －

計 761,534 1,070,891 1,832,426 1,832,426 △455,667 1,376,758

セグメント利益又は損失（△） 209,014 △9,628 199,385 199,385 27,675 227,061

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額27,675千円には、各報告セグメントに配分されないのれ

ん償却費△29,518千円、全社収益及び全社費用の純額44,954千円、セグメント間取引消去12,240

千円が含まれております。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２ 

不動産金融
事業

ホテル運営
事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 2,720,062 1,335,180 4,055,242 4,055,242 － 4,055,242

セグメント間の内部売上高又

は振替高
459,419 － 459,419 459,419 △459,419 －

計 3,179,481 1,335,180 4,514,661 4,514,661 △459,419 4,055,242

セグメント利益 1,534,892 98,441 1,633,334 1,633,334 △158,426 1,474,908

（注）１．セグメント利益の調整額△158,426千円には、各報告セグメントに配分されないのれん償却費△

29,518千円、全社収益及び全社費用の純額△141,147千円、セグメント間取引消去12,240千円が

含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

３．報告セグメントごとの資産に関する情報

　「不動産金融事業」セグメントにおいて、匿名組合ファルコンへの出資額の払戻を受けた結果、前連結会

計年度末に比べ当第３四半期連結会計期間末の同報告セグメントの資産の金額は747,546千円減少してお

ります。

 

（金融商品関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。
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（有価証券関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

　デリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 229円54銭 255円23銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 949,404 1,055,639

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

金額（千円）
949,404 1,055,639

普通株式の期中平均株式数（株） 4,136,100 4,136,034

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

ウェルス・マネジメント株式会社(E03801)

四半期報告書

15/17



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年２月８日

ウェルス・マネジメント株式会社

取締役会　御中

 

東陽監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 宝金　正典　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 松本　直也　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているウェルス・マネ

ジメント株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成29年10

月１日から平成29年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ウェルス・マネジメント株式会社及び連結子会社の平成29年12月31日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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